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8. ໰୊ͷจதͷ ΞΠ , ΢ ͳͲʹ͸, ಛʹ͕ࣔࢦͳ͍ݶΓ, ෛͷූ߸ (−)·ͨ͸਺ࣈ (0∼ 9)͕

ೖΓ·͢. Ξ, Π, ΢ͷҰͭҰͭ͸, ͜ΕΒͷ͍ͣΕ͔ҰͭʹରԠ͠·͢. ͦΕΒΛղ౴༻ࢴͷΞ, Π, ΢

ͷͰࣔ͞Εͨղ౴ཝʹϚʔΫͯ͠౴͑Δ͜ͱ.

ྫ ΞΠ΢ ʹ −83ͱ౴͍͑ͨͱ͖

ΤΦΧ ʹ 256ͱ౴͍͑ͨͱ͖

9. ղ౴͸ղ౴ཝͷܗͰ౴͑Δ͜ͱ.

ྫ͑͹, ղ౴͕
2

5
ͷͱ͖, ղ౴ཝ͕ Ω . Ϋ ͳΒ͹ 0.4ͱͯ͠౴͑Δ͜ͱ.

10. ෼਺ͷ౴͑͸, ͦΕҎ্໿෼Ͱ͖ͳ͍ܗͰ౴͑Δ͜ͱ. ྫ͑͹,
2

3
Λ

4

6
ͱ౴͑ͯ΋ਖ਼ղʹͳΓ·ͤΜ.

11. ෼਺ͷܗͷ౴͑ʹෛͷූ߸͕ͭ͘৔߹͸, ෼ࢠʹ͚ͭ, ෼฼ʹ͚ͭͯ͸͍͚·ͤΜ.

ྫ͑͹,
έί

α
ʹ, −3

4
ͱ౴͍͑ͨͱ͖͸,

−3

4
ͱͯ͠౴͑Δ͜ͱ.

12. ࠜ߸ΛؚΉܗͰղ౴͢Δ৔߹, ࠜ߸ͷதʹݱΕΔࣗવ਺͕࠷খͱͳΔܗͰ౴͑Δ͜ͱ.

ྫ͑͹, γ
√

ε ʹ 4
√
2ͱ౴͑Δͱ͜ΖΛ, 2

√
8ͷΑ͏ʹ౴͑ͯ΋ਖ਼ղʹ͸ͳΓ·ͤΜ.



1 次の各問いに答えなさい。

(1)
3

2
×
(
2

5
+

9

4

)
÷ 9

2
の値は

アイ
ウエ

である。

(2) x =
√
3 +

√
2, y =

√
3−

√
2のとき，x2 − 9y2 の値は オカ

(√
キ − ク

)
で

ある。

(3) 2次方程式 3x2 − 5x+ 2 = 0を解くと x = ケ ,
コ
サ

である。

(4) 関数 y =
9

x
について，xが 2から 5まで増加するときの変化の割合は

シス
セソ

である。

(5) 1から 6までの目が出る大小 2つのさいころを同時に投げるとき，大きい方のさいころの出る目

を x，小さい方のさいころの出る目を yとする。このとき，xと yの積が奇数となる確率は
タ
チ

である。ただし，どの目が出る確率も同様に確からしいものとする。
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(6) 収穫した 500 本のきゅうりから 80 本のきゅうりを無作為に抽出し，1 本ずつ長さを測ったとこ
ろ，下の度数分布表のようになった。このとき，長さの最頻値は ツテ cmである。また，収穫
した 500本のきゅうりの内，14 cm以上 20 cm未満のきゅうりの数は小数第一位を四捨五入してお
よそ トナニ 本だと考えられる。

長さ (cm) 度数 (本)

以上 未満
10 ∼ 12 2

12 ∼ 14 2

14 ∼ 16 5

16 ∼ 18 12

18 ∼ 20 18

20 ∼ 22 16

22 ∼ 24 10

24 ∼ 26 7

26 ∼ 28 5

28 ∼ 30 3

合計 80

(7) 底面の半径が 3 cmの円錐の表面積が 24πcm2 のとき，体積は ヌネ πcm3 である。

(8) 下の図のように，△ABCの辺 AC上に AD : DC = 1 : 1となる点 Dをとり，辺 BC上に BE :

EC = 1 : 2となる点 Eをとる。ここで，線分 AEと線分 BDの交点を Fとする。また，点 Eを通
り線分 BDに平行な線分と辺 ACの交点を Gとする。このとき，△BEFの面積 Sと四角形 DFEG

の面積 Tの比を最も簡単な自然数で表すと，S : T = ノ : ハ である。
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2 物体を空中で静かに落下させる運動を自由落下という。下の図の Aのように小球を自由落下させた
とき，運動を始めてから t秒後の速度 x[m/s]と落下距離 y[m]はそれぞれ x = 3t， y =

3

2
t2 の関係で

表されるものとする。また，下の図の Bのように小球を地面から上向きに投げると，小球は徐々に減速
し，ある高さで一瞬止まった後にその高さから自由落下する。投げ上げてから一瞬止まるまでの間の運
動について，投げ上げた瞬間の速度を v[m/s]とすると，運動を始めてから t秒後の速度 x′[m/s]と地面
からの距離 y′[m]はそれぞれ x′ = v − 3t，y′ =

1

6
t2 の関係で表されるものとする。このとき，下の各問

いに答えなさい。

(1) 小球を地上 h[m]の高台から自由落下させると，4秒後に地面に達した。高台の高さは アイ m，
地面に達する瞬間の速度は ウエ m/sである。

(2) 小球を地上 20 m の高台から自由落下させた。半分の高さ 10 m を落下するのに要する時間は

オ
√

カキ
ク

秒で，残りの高さを落下するのに要する時間は
ケ

√
コサ

(√
シ − ス

)
セ

秒である。

(3) 小球 Aを高台から自由落下させ，1秒後にもう一つの小球 Bを地面から 7 m/sの速度で上向きに投
げ上げた。2つの小球がすれ違ったとき，速度は等しかった。すれ違った時点での小球 Aの高台からの

落下距離は
ソタ
チ

mである。

(4) 自由落下する物体が地面に達すると，達した瞬間の速度の 60 %の速度で上向きに跳ね上がる。小球
を地上 96 mの高さから自由落下させたとき，高台から落下してから ツ 秒後に初めて地面に達す
る。その後，小球が跳ね上がって再び地面に達するのは，最初に地面に達してから テ . ト 秒
後である。
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3 下の図のような規則に従って，自然数を正方形状に並べる。このとき，下の各問いに答えなさい。

(1) 5番目の図における左上の隅の数は アイ である。

(2) 5番目の図における 4隅の数の和は ウエオ である。

(3) nを自然数とするとき， n番目の図における左上の隅の数を nを用いて表すと
カ n2 − キ n+ ク である。

(4) nを自然数とするとき， n番目の図における 4隅の数の和を nを用いて表すと
ケコ n2 − サシ n+ スセ である。

(5) 4隅の数の和が 560となるのは ソ 番目の図である。
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4 下の図で，５点 A，B，C，D，Eは円 Oの円周上にあり，ACは円 Oの直径で ACと EDは平行で
ある。また，ACと BDの交点を F，BDと CEの交点を G，ADと CEの交点を Hとする。AC = 38

cm，BD = 28 cm，DE = 18 cmであり△ABFと△AFDの面積比が 3 : 4のとき，下の各問いに答
えなさい。

(1) BF = アイ cm，DF = ウエ cmである。

(2) CF = オ cmである。ただし，CF < AFとする。

(3) EG = カキ cmである。

(4) OH =
クケ

√
コサ

シ
cmである。
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